
令和５年度第３回オンライン自主研修 感想・意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 受講して改めて思い出した事、反省させられた事、多々ありました。 

子供を対象としてその対応について話されていましたが、子供だけでなく、十分な大人に対しても当ては

まる内容だと思いました。 

・原因はわからない事が多い。原因を追求しても何も出来ない。ゴールイメージを持って、具体的アクシ

ョンを一段一段進める事が大切だ。 

・今しか出来ない事がある。それを我々から見て注意したり叱るのではなく、今しかできないことと許す

心が必要だ。 

・助けて！と言える力を養う、高める 

・転んでも起き上がればそれで良い。 

・個人個人、その成長は均一では無い。成長とは過去の自分から変化する事 

また、第２部での赤ちゃんの話には感動しました。 

私って実はこうなんだ！自分の人生の主人公は自分だ 

などなど・・・・ 

心に響く話でした。 

ありがとうございました。 



② 講演はわかりやすい、丁寧な内容で、パソコン画面に吸い込まれていくような感じでした。 

「不登校」については、こども食堂を運営しているある保護司から話しとして聞く機会がありますが、受

講経験もない私にとってはとても有意義なものでした。 

 ただ、一人で視聴して「うんうん」とうなずくだけでは物足りないものです。やはり、更生保護サポー

トセンターなどでオンライン集合研修として、視聴後の意見交換ができたら良いと思いました。 

③ 後半部分のところで、個人内格差についての件があった。人と比べるのではなく、過去の自分と比べ

てどのくらい成長したかが大切ということである。 

対象者の更生の過程においても、ついついこちら側が一般的な基準というものをいつの間にか意識し、

そこに到達させようとしてしまう。そうではなく、その人がどれくらい成長したのかを見守ることが大切

だということを再認識させられた。 

④ 私自身は、教育業界とは無縁であり、初めて聞くお話ばかりでしたが、自分の子供が過去、期間は短 

かったものの不登校になり、妻と二人で悩んだ日々のことを思い出した次第です。ちなみにこれは、子供

が小学校の時の話ですが、その後転校した学校の先生方のご理解とご協力もあり、元気に登校するよう

になりました。 

また、現在、妻がフリースクールで教師として働いていくこともあり、興味深く拝聴することができまし

た。 

今回の講演の内容を参考にして、今後の保護司活動にも活用していきたいと思います。 

⑤ 講義で紹介がありましたが、かつては「登校拒否」といった悪意のあるきつい表現であったものが 

「不登校」という事実を説明した客観的な表現に変わっています。それが最初の気づきでした。 

 そして、不登校に対する解決方法として、「（学校に行かなくても）こどもが成長していけばいい」を基

本に、教師は「こどもが自分自身の意思によって生きていけるように支援する」ことが示されていました。

このような発想も素人の我々にはなく、新しい発見になりました。 

 また、保護司活動においては、養護教諭が接点となる、という説明は参考になると感じました。 

○令和５年８月２６日 オンライン自主研修（サポセン集合） 

第３回オンライン自主研修（サポセン酒豪）「不登校を大人はどう理解するか？―「生きる力」はき 

みの中にあるということー」を開催したが、受講者は２名でした。「百聞は一見にしかず」そして「百 

見は一視聴にしかず（笑い）」わかりや

すく丁寧なＹＯＵＴＵＢＥ講演会。視

聴後の意見交換。とても 

有意義なサポセン研修でした。 

 前回７月３日は平日のため受講者

２名はやむを得ないと思っていまし

たが、今回土曜日でも、なかな 

か増えないのが残念です。 

 


